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２０２３年４月に入職した、
フレッシュな新しい仲間たち。

入職して約３か月、ルーキーたちの
溢れる笑顔が白十字病院に
新しい風を吹かせています♪

15 90

resident

radiological technologist

medical technologistcaregiver

medical engineer

pharmacist

nurse

nurse



04 03

乳腺センター乳腺センターBreast CenterBreast Center

TAMAKI SATO

乳腺センター
放射線技師

AKIKO　CHIBA

-右-

-左-

乳腺センター
看護師

医　師

同じ乳がんでも抱える
問題は人それぞれで
す。私達はひとりひと
りの悩みを一緒に解決
できるようお手伝いし
ます。

FUMIE
MATSUO

乳腺センター⾧
乳腺外科部⾧

看護師
私たち看護師は、乳腺
患者さんへ情報提供や
心身のケアを行い、少
しでも安心して治療し
ていただけるように精
一杯のサポートを行っ
ています。

薬剤師
薬物治療が安全かつ適
切に行えるよう、服薬
指導や副作用の確認を
行っています。お薬に
関して不安なことや質
問などがあればいつで
もご相談ください。

臨床検査技師
超音波検査担当です。
超音波を使って乳房内
の病変の有無を検査し
ています。医師の診断
の補助となるよう、正
確な画像提供を心がけ
ています。

アシスタント
診察室で先生のサポー
トをしています。出来
る限り患者さんをス
ムーズにお呼びできる
よう、また気持ちよく
来院して頂けるよう
日々心がけています。

理学療法士
手術後に腕が上がらな
くなった方や、リンパ
浮腫みの方へ、心を込
めてリハビリテーショ
ンをさせていただいて
おります。何でもご相
談ください。

乳がん診断治療から術後サポート等、乳がんに関する様々なサポートを指す言葉です。
乳腺センターでは、多職種で患者さんはもちろん、ご家族を支えます。

乳がん女性のためのサポートプログラム（乳がん患者さんとそのご家族さま対象）

平日に乳がん検診が受けられない方へ…

乳がん患者親ぼく会 乳がんおしゃべりサロン

※現在、新型コロナウイルスの影響で中止しております。

ピアサポート

ブレストケア・キャンサーチーム

乳

当
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当院ホームページ、インスタグラムなどで
随時、お知らせします！

検体の回収病変部の切除病変部の吸引プローグの挿入

ステレオガイド下VAB

■病変の採取方法

■ターゲットとする石灰化
●より悪性の可能性が高いところ
●より多くの石灰化が採取できるところ
●同形状の石灰化が複数ある場合は確実に
　採取できるところ
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Arts in HospitalArts in Hospital

“福岡タワーを望む”

白十字病院は１９８２年に開院し、約４０年

間慣れ親しんだ場所で患者さんの診療に

あたってきました。２０２１年春に、 そこか

ら約３００メートル南の現在の土地に新築

移転し、新しい土地で新しい歴史を刻み

始めました。引っ越しの際に、これまでの

ケアミックス型病院を機能分化し、 急性

期機能に特化した急性期病院 （白十字

病院）と、回復期 ・ 慢性期医療を提供す

る回復期病院 （白十字リハビリテーション

病院）に分院し、旧白十字病院の跡地に

は新しく、 白十字リハビリテーション病院

が開院しました。

　その後白十字リハビリテーション病院も

また、 ２０２２年８月に旧白十字病院の別

棟側にリニューアルオープンし、 本館を

後にしました。

　こうして、病院としての役目を終えた旧

白十字病院は現在、 解体工事中（施工 ：

石橋高組）であり、 災害や重大事件など

を想定した訓練を行う場として、 ２０２３年

５月から９月にかけて有効活用されてい

ます。

　今回の訓練は、 当法人から訓練場所

の提供をした事で実現し、それを受けて、

福岡市消防局と福岡県警察は、本番さな

がらの救出救助、 特殊訓練など色々な

災害や重大事件を想定した訓練を実施

しています。リアルな“現場”での訓練は、

更なる災害 ・ 事件対応能力の向上に繋

がるため、 機会を捉えて積極的に行わ

れています。

　新型コロナウイルスが大流行して早４

年。私たちの生活もだいぶ様変わりしまし

た。普通に出来ていたことができなくなっ

たり、普通に会っていた家族や親戚、友

達とも会えなくなり、様々な事を我慢した

約４年間でした。当院も歓迎会や送別

会、忘年会など、たくさんのイベントを中

止し、職員同士での交流の場が全てなく

なり、マスクを外した顔が分からない！な

どという職員もなかにはいる程です。

　今年に入り、新型コロナウイルスの勢力

も落ち着き始めて、季節性インフルエンザ

などと同じ５類に移行したことを受け、行

動制限の緩和から、今回コロナ前から開

催していた、『白十字駅伝大会』を４年ぶ

りに開催しました。

　５月某日、糸島にある今津運動公園に

は、白十字会福岡地区の医師をはじめ看

護師や薬剤師、リハビリスタッフから事務

に至るまで、様々な職種が集まり、１３

チームが駅伝に参加。俊足自慢のチー

ム、仮装して大会を盛り上げるチーム、個

人優勝を狙う職員、一人で８週走った大

会実行委員長、全ての職員が良い汗を

流し、良い交流の場となりました。

　参加者が楽しんでいただけることを目

標に委員一丸となって準備を進めてま

いりました。４年ぶりの大会で段取りは大

丈夫か？不安もありましたが委員、参加

者の皆様の献身的なご協力もあり、大変

有意義な大会となりました。個人的にも

普段話すことがない職員と交流を深める

ことができ、“仕事抜きでの交流機会の

大切さ”を改めて実感することができまし

た。コロナ禍で忘れていたものを思い出

すいい機会になりました。来年は参加資

格を佐世保地区や法人外に拡大し、今

年以上に盛況となるような大会にしたい

と考えております。

葉 祥明先生の作品がたくさん！
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R I K U  S H I M I Z U

　　　　　がトレーニングを始めたのは８年ほ

　　　　ど前、本格的にトレーニングを始め

てからは５年ほどになります。高校ではレスリ

ング部に所属していたこともありトレーニング

器具に触れる機会は多かったと思います。

大学に進学しトレーニングを始め、ベンチプ

レスで持ち上げる重量が伸びる事が楽しく

趣味として続けるようになりました。継続する

ことで重量が伸びる喜びと、身体に変化とし

て現れる事が楽しく、その後は全身のトレー

ニングを行うようになりました。この頃から筋

肉の付着部や作用を調べ考えながらトレー

ニングをするようになり整形外科という診療

科に興味が芽生えていたような気がします。

　研修医２年目となり、記念としてコンテスト

に参加してみようと決意し、４ヶ月で１８kg減

量し、フィジークコンテストへ出場しました。

フィジークという部門では、サーフパンツを

着用し出場します。端的に言えば「かっこよ

さ」を競う競技で、肩幅とウエストのギャップ、

絞りや筋肉の丸み、筋肉のセパレーションな

どが評価されます。結果は３１名中の６位。

十分な結果と共に決勝まであと一歩及ばな

かった悔しさがあり、１度だけ出場するつもり

が、昨年までの３年間コンテストへ参加する

事となってしまいました。３年間で８大会に出

場し、全国大会にも出場。主な戦績として

Muscle gate九州４位、Muscle gate宮崎３位、

Gold gym JAPAN CUP９位、jbbf熊本３位、

jbbf 南九州 優勝、jbbf大分３位と十分すぎる

評価をいただきました。順位がつくことも楽し

さの一つですが、大会に向け食事・トレーニ

ングの計画をたて試行錯誤し身体を作り上

げていく過程が私にとって大きな魅力なの

かもしれません。と言ってみましたが、本当

はコンテスト後に食べるハンバーガー、ドー

ナツ、ピザが一番の楽しみです。トレーニン

グはいつからでも始められ目指す姿も様々

です。身体に現れるまで少し時間はかかりま

すが皆様にも是非おすすめしたいです。

M E I  H I G U M A

　　　　　十字病院に入職して４年目になり

　　 　ます。私が看護師を目指したのは、

母親からの何気ない一言がきっかけでした。

「うちの家系には看護師っていないよね。」

当時の私は、看護師になったら家族が困っ

た時に役に立てるかもしれない、と思い看護

大学に入学しました。大学では、４年間の中

で解剖生理や病態学等の基礎分野から、

基礎看護学をはじめとする成人看護学・老

年看護学等の専門分野も含め幅広く学びま

す。臨時実習では実際の医療現場を学び、

最終的には国家試験に合格し看護師となり

ます。中には助産師や保健師の道へ進む

人もいます。

　私は在学中に祖父が透析を行うことになり

ました。それまで「透析」という言葉すら知りま

せんでした。大学で看護の事を学んでいる

のに、何もできない自分が悔しいと感じてい

た時に腎臓内科病棟での臨時実習がありま

した。そこでシャントを作ったばかりの患者さ

んへの指導や、自宅での食事管理の指導

等を学ぶことができました。祖父をはじめと

する透析患者さんは、シャントや食事等の自

己管理がとても重要になるため、指導や教

育方法について学びが深まるよう、在学中

に保健師についても学びました。

　これらの経験を通し、入職時より透析セン

ターで働いています。患者さんが安心・安全

に透析を行えるよう透析中の管理だけでな

く、食事や内服管理等の指導も行っていま

す。当院維持の透析患者さんの大半は何十

年も透析を行っており、私よりも透析につい

て詳しい方が多いです。また、当院で透析を

導入する方もいます。透析は患者さんにとっ

て生涯行っていくものであるため、患者さん

の不安や思いを傾聴し、自己管理を行いな

がらよりよい生活が送れるようサポートができ

る看護師になりたいと思っています。そのた

めに自己研鑽し、患者さんを含む他職種か

らも信頼されるよう精進していきたいです。

私

白
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